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矢 作 遺 跡 発 掘 調 査 概 要

1 調査に至る経過

矢作遺跡は、式内社である矢作神社を中心に八尾市高美町、南本町一帯に所在する弥生時代

から古墳時代にかけて営まれた集落遺跡であると推定される。この遺跡は古代の大和川が形成

した河内平野沖積地の微高地上に立地し、古墳時代の遺構面の標高はTP8.5m前後にあり、

河内平野沖積地の遺跡の中でも比較的安定 した微高地に立地する。同じ微高地には中田遺跡や

小阪合遺跡、成法寺遺跡などの同時期

の集落遺跡が隣接 して所在 してお り、

河内平野の中で も最 も遺跡が密集する

地域である。矢作遺跡は昭和56年に南

本町 5丁 目住宅建設に伴 う発掘調査で

古墳時代 と中世の遺構を初めて検出し

た。それ以来この遺跡において本格的

な発掘調査は実施 されたことがなかっ

た。

八尾市高美町 3丁 目64-1で昭和60

年■月28日 と29日 に共同住宅建設に先

立 って遺跡確認のため 3ケ 所で試掘調

査 を実施 したところ地表下50clll以 下に
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古墳時代の遺物包含層及び遺構を検出した。その結果に基づき申請者と協議し、基礎工事およ

び浄化槽の埋設により遺構が破壊される潔かを中′きに発掘調査を実施することで合意した。調

査は昭和61年 3月 17日 より実施し、 4月 17日 に終了した。

2.調査の概要

調査は、計画建物の基礎に沿って幅 2mの トレンチを4本設定し、それぞれNE区 (2X24
m),NW区 (2× 24m),SE区 (2X36m),sw区 (2× 36m)と した。なおNW区 に

ついては浄化槽が予定されているためにさらに西側に幅 4m長さ1l mの拡張区を設定 した。発

掘は地表下40cmま でを表土 として機械により掘削し、以下については慎重に手掘 りを行ない、

原則として2面の調査を実施した。調査で検出したのは弥生時代後期～古墳時代前期と古墳時

代後期および中世の遺構である。

調査地の層位

調査前の現況は水田になっており、地表の標高はTP+8,9m前 後であった。約15cmの耕土

をはずすと地表下40cm～50cmま でが灰褐色の粘砂土または砂質粘土となっており、その下層の

暗灰福色の部分に中世の遺物が目だって含まれている。この下に、古墳時代の包含層 (暗茶灰

色～灰色粘質土 )が 10clll～ 15cluの厚みで存在 している。古墳時代の遺構は、この下の淡黄福色

ンル ト層を基盤として掘りこんでいるが、遺構により掘込み面に若子のちがいがあるようで、

古墳時代包含層の中で検出できる遺構 もある。

中世素掘 り滞

古墳時代の包含層上面で検出した複数の小濤で、各 トレンチにおいてみられた。これらは幅

10～30cm深 さ5～ 20cmの もので、ほぼ南北方向に掘られている。これらの濤は中世以後の耕作

に伴なうものと考えられ、瓦器や陶磁器などの中世遺物が出土している。

古墳時代後期の掘立柱建物

調査地の北半にあたるNE,NW区 で検出した遺構で暗黄褐色粘質土～黄褐色のシル トまた

は砂質土を基盤にして掘 りこまれた複数の柱穴からなる。柱穴の掘形はいずれも方形また隅丸

方形の大型のもので柱の抜取穴の痕跡がみられる。建物は調査区全体で 3棟以上存在すると推

定できるが、調査区が限定 されていたため全体の状況は明らかにすることができなかった。

SBl NW区 のゴ盟よで検出した3間 ×4間の総柱の建物で、主軸はほぼ南北を向き、南北

6.5m東西 6.Omを測る。柱間は南北が約 1.6m東西は中央が 2.4m両側が 1.8mで、桁間が

梁間に対して短いのがわかる。柱の掘形は 1辺が 1.1～ o.8mで、抜取穴は径25clll-65caを 測

る。

SB2 SBlの 南側に隣接する南北 2間 X束西 3間の建物で、NW区の中央付近で検出した。

-2-



SE

も
~ミ

NW

古墳時代後期包含層

古墳時代前期包含層

古墳時代前期以前遺構 (4D～ E)

古墳時代後期遺構 (4-C) 、

15

し/… く

1   耕土
2   灰褐色砂質土

3-A 暗灰褐色砂粘質■

3-B 灰色粘質土
4-A 茶灰色粘質土
4-B 暗黄灰色粘質土

5   黄灰色シルト

ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

鞠

鯵

０

第 2図 矢作遺跡断面区
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建物の柱の並びはSBlに 合わしているが主雑はや範瓢こ脂 。建物の規模は、南北 3.6血東西

5.5mで柱間の間隔は、南北が 1.3m東西は中央が 2.Om両側が 1.7mを測る。柱の掘形は、

下辺 1,0～ 0,7mで、抜取穴は径25～80cmを測る。

SB5 NE区 の南側で検出した3個の柱穴である。柱間の間隔は約 2.3mで 南北 4.6m以上

の建物の一部であろう。またNW区のSB2の南で検出した柱穴がこの建物に伴うものとする       
°

と東西 6.5m以 上の建物と考えることもできる。

建物群を取囲む古墳時代後期の滞                                  ▲

建物群の西南から南にかけて弧を描いて3重に巡ると推定 される濤でNW区の南端および拡

張区南西隅、 SE区北側において検出した。

SDl NW区 で北西から南東方向にのびる濤の北側の落ち込みを検出した。検出面からの深

さは50cmで急傾斜で落ち込んでいる。濤の埋土は上層に茶褐色粘質上、下層に暗灰色粘土が堆

積し、上層からは土師器高杯脚部が出土している。

SD5 NW区 の北端で検出した濤で、SDlの延長であると考えられる。幅 1.4m深 さ64cm

を測 り、上層に暗茶褐色粘質上、下層に暗灰色粘質土が堆積している。

SD4 SD3の 0.4m南で検出した SD3に平行する方向にのびる濤で幅 1.lm深 さ54cmを

測る。埋土の堆積状況 もSD3と はぼ同じで、下層からは 6世紀後半に比定できる須恵器や土

師器が複数出上した。

SD5 SD4の さらに 0.4m南偵Iで検出した濤で同じ方向にのびる。幅 2.6m深 さ44cmを測

り、埋上の状況は基本的には他と同じであるが、 トレンチ西側の最下層には黒色粘上が堆積し

ていて、底が一段落う込んでいる。埋上の上層からは、須恵器蓋杯の身が完形で、く出土した。

弥生後期から古墳時代前期の遺構

古墳時代後期以前の遺構は、濤、落ち込みなどがあり、主として調査地南側のsE区、 SW

区を中心に検出した。

SD2 NE区 の中央付近で検出した濤で、幅 3.2m深 さ45c■を測る。

SD6 SE区 の北半で検出した濤で、幅 2.4m深さ70cmを測る。埋土の堆積状況は、上層に

砂質土、下層に粘質上が堆積しており、下層から土器が若千出土した。

SD7 SE区 で検出した濤で、幅 2.4m深 さ52cmを 測る。濤の下層から弥生時代後期の土器

が出上した。                                             も

SD8 SW区 の北根1で検出した東西方向の濤でSD9の埋土上面から掘り込まれており、幅

1.5m深 さ 60勤 の断面V字状を呈する。埋土は黒灰色の粘土が堆積 し、庄内式と考えられる

古式上師器の上器片が若千出土している。

SD9 SW8の 南側で検出した落ち込みであり、濤状の遺構であろうと考えられる。検出範
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表 1

第 4区  建物遣構配置図

建物柱穴計測値一覧表 (単位効 )

尊号 掘形 頼 只 主径 出 土 遺 物 番号 掘形 抜取穴 主径 出 土 遺 物

100× 88 P15 80× 70 28× 32

P2 104× 84 18× 88 主内式彗片 78× 78 46×45 須恵器蓬片、土師器片

80×― 土師器片 88× 68 38×34

86×一 50× 40 96× 76 43×40 土師器片

91×― 壷6×4t 古式上師器片 60×76 46×35 土師器片

P6 ―×10 52× 5え P20 70× 75 64× 弱 礎石有

P7 90×10 70× 43 須恵器菱片、土師器片 79×一 42×42

95× 96 64×紀 P22 48×拇 24×24

―×70 86× 36 P23 42×56

80× 10 52× 86 土師器片 78×― 30×24 土師器片

82×68 34× 26 主内式上器片 64×― 18×16

P12 103×― 土師器片 P33 50×― 16×14 上師器片

P13 92× 10 70× 50 須恵器、土師器、弥生式土器片 85X― 55× 28 須恵器歳片、土師器片

75×65 38× 38 土師器片
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囲は南北 5.5mで、深さ 40切を側る。濃灰色のシル トを堆積土とし、外生時代末ないし古墳

時代初頭の上器が出上 している。

S D10 SW区 の中央付近で検出した東西方向の濤で、幅 2.2m深 さ60∽ を測 り、上層に黒

灰色の炭化物層が堆積 し、下層は青灰色粘上で最下層 より古式上師器体部片が出上した。

S Dll SW区の南側で検出した落う込みで、検出幅 5m深 さ50切を測る。濃灰色シル トを

堆積土とする。

S D12 SE区の南側で検出した南北方向の濤である。濤は灰色粘土を堆積土 し、円筒埴輪片       し

や平安時代前期の杯が出土 した。

S D15 SE区の南俣1で検出した南東から北西方向の濤で、 S D12に 切 り込まれて交差してい

る。幅 1.2m深 さ 60勁を測 り、濤底近 くより庄内式末または布留式に比定できる刑ヽ型丸底壼

(26)、 直口壼 (27)、 複合口縁壷(28)と小型の銅鏡が出土している。

S D14 SW区の南端で検出した濤で、幅 2m深さ 0.4mを測 り、東西方向からトレンチ西側

でL字に曲り、調査区外に至る。濤内から埴輪片が出上している。

5 出土遺物

弥生時代後期の遺物としては、 SW区包含層より出土した長銀壺 (8)がある。SD9出土土

器 (1～ 7)、 S Dll出土土器 (9,10)は弥生時代後期末の土器の特徴を持つ甕(5～ 7.10)が ある

が、装飾複合口縁壷 (1)や丸底の鉢 (3)な ど庄内式に典型的にみられる器種を含むことから庄

内式古相に並行する可能性が強い。なお (1)は搬入土器と考えられる。

S D13出上の3点の壺 (26～ 28)は布留式の最古相または庄内
腎評

に比定できる小型丸底壺

(26)を 含む。いずれも赤褐色の色調を呈 し、銅鏡とともに祭祀用に用いられたものであろう。

S D12出 土の円筒埴輪の特徴をもつものであり、近在に古墳の存在を想定 させられるもので

ある。

SDl.3～ 5では古墳時代後期の土器 (11～ 21)が 出土している。須恵器杯 (11～ 15)とよ陶

邑編年のコ型式4段階の特徴を持つものである。

上層遺構面、包含層出上の遺物としては、奈良時代の須恵器 (24)、 青磁碗 (25)、 宋銭 (皇

宋通宝 )が 出土 している。

S D15出上の銅鏡について                                    Ⅲ

銅鏡の出土状況は、鏡面を上にしており、鏡の上には壺(27)が冠さった状況で出土している。

銅鏡は面径 8 cm、 厚み 2 mmで銅鏡としては比較的/卜型のものであり、倣製鏡と考えられる。鏡       。

の鋳あがりは良好で銅質も良 く、現在 も錆ずに光沢を持っている。鏡背の特徴は幅の広い偏平

な鏡縁の内側に直行する長めの櫛歯文帯を有し、銀は肉厚で珠文帯と圏線がとり巻いている。
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この圏線と櫛歯文帯の間に獣文帯が彫られている。獣は、身体部分を半肉彫 りで表現され、他

は雲文様の線彫りで表されているがかなり象形化が進んでいる。しかしこれらの獣は、それぞ

れ龍、鳥、その他 2動物を表していると解釈され、変形四獣鏡であると考えられる。この鏡

の時期は、伴出した土器より、,庄 内期 Vつ まり布留式の最古の段階が考えられるが、この種

の鏡が古墳時代中期以降とする従来の定説とは土器型式上異なることになる。しかしこの鏡が

亀井遺跡で出土している重圏文鏡等弥生時代の小型倣製鏡の系譜をひ くものであり、獣文帯の

獣 も舶載鏡の文様構成に忠実であることからすると、この鏡の時期にも整合性が存在すること

になる。

なお同文鏡としては御旅山古墳の獣文鏡等があるが、時期的にも当鏡の方が古く、鏡式も先
い)

行する特徴を持っている。

表 2 出土遺物観察表 SD9(1～7)SW区包含層(3)SDll(910)SDl.5.4.5(11～ 21)

配 郡 法量 (cm) 調 整 ・ 技 法 の 特 徴 色調胎土等
1 壼 口径 18.4

評
突
楢
箆

刺
櫛
は

鎌蜂難

敵
細
鰯

上
端

ｏ部翻 E評
乳
罷昌暮泰易

い

2 壼 口径 10.4 雪滋盗β昇『調缶寮姿F横ナデ。体部外面は叩亀翌暗驀餐色
鉢 口径 13.6

器高 9。 3 傘掻アミΨ 4瑶霊海製獲紀籍誤崖差儲聯 身ぃ
4 鉢 底径 3.9 突出する底部は外面指ナデ、体部は内外面ナデ

亀翌花葛磐魯む
5 カ メ 口径 15.1

織暑意鍵耳晏争
内外面横ナデ。体部外面は叩き

騨 馨 寡 ぃ

カ メ 口径 17.1
衡唇蘊拿昇

縁は内外面横ナデ。体部外面は叩き 亀翌巻交餐暑多い
7 カ メ 口径 18.7

織岳な夕昇
縁は内外面横ナデ。外部外面は叩き 亀翌岳霙畳石多い

8 重 口径 11.4 口縁部外面冤磨 き、内面ナデ。体部内外面ナデ
亀翌奢餐豊石多い

9 鉢 口径 13.3
器高 6.2 昇写識審塗ア夢ξ

デ。体部外面板目による維ナ亀藍努課葺磐多ぃ
カ メ 口径 16.2

孔唇墓β昇
縁は内外面横ナデ。然部外面は叩き 儲翌絡褐暑多い

じ塗覇喜と吾) 暴昏
lZi

貧署否姦ヂ昇転
箆ケズリ、立ろあがり回転ナデ亀翌各臭長石多い

12

鍮 ) 暴豊
1と〔織署語姦要晏

転箆ケズリ、立ちあがり回転ナデ亀翌娑咎墾や多い
杯身
(勿買月雲吾岳)

口径 10.2
絵郵茨諸

ちあが り共内外面回転ナデ
亀翌姿暑

焔 〕
口径 10.3

争雰F倹譜胡
箆ケズリ、以上国縁迄回転 亀軍姿寡

15 杯身
〔縄 】黒讐

1教
! 争雰F筏辞耕

箆ケズリ、以上国縁迄回転 亀翌姿守―卜含む
堤器】口径 6.8 害念覇囲雰

ナ六内面灰かぶり 畠平等祭色
17 壷 口径 16.8 喚外面口縁部横ナデ、体部ナデ、見込みは指ナ

ア 亀翌稽餐
色

18 杯 口径 17.1 口縁部内外面横ナデ、体部外面指ナデ内面ナデ
亀甲奢墾留石含才f
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表2 出土遺物観察表 SD7(22)SD12(23)■ la包含層 (24.25)SD15(26～ 28)

註

(1)米田敏幸「中河内の庄内式と搬入土器について」F考古学論集 I』 考古学を学ぶ会 1985

(2)中村浩『 陶邑Ⅲ』大阪府教育委員会 1978他

(3)田代克己F羽曳野市壷井御旅山古墳発掘調査概要』大阪府教育委員会 1968

NO 器種 法量 (c皿 ) 調 整 ・ 技 法 の 特 徴 色調胎土等

19 杯 口径 14.2
器高 3.2

口縁部内外面横ナデ、底部外面指ナデ内面ナデ 色調淡赤褐色
胎土花闘岩多い

高杯 脚径 10.6 杯底部外面指ナデ、内面ナデ
脚部外面箆ナデ、内面ナデ

色調赤褐色
胎土石英長石含む

21 高杯 脚径 10.4 脚部外面箆ナデ、内面ナデ 色調赤褐色
胎土精良

甑 底径 4.1 外面叩き後ナデ、内面ナデ底部中央に径 l cmの

孔を焼成前にうがつ
色調暗褐色
胎土角閃石多い

23 円筒埴
輪

底径 19.8 外面縦または斜め刷毛日、底部付近横ナデ
内面ナデ、底部付近指ナデ

色調淡責褐色
胎土花闘岩チ ャー
ト含む

24 壺
須恵器

高台笛 .6
塗辞扮F式善目筆チ雰ヽ

下半回転箆ナデ、底部色調黄灰色
胎土精良

25 青磁碗 高台笛 .0 内外面回転ナデ、底部に糸切 り痕。釉は厚 く底
部高合は露胎

釉調灰緑色
胎土灰色砂粒含む

26 小型丸
底壼

口径 11.4

器高 7.6
口縁部から体部にかけて内外面細かい横の箆磨
き。底部付近外面は不整方向箆磨き。外面に赤
色顔料

色調黄褐色
胎土精良

27 直口壷 口径 12.1

器高 11.5
口縁部内外面及び体部外面上半細い横方向箆磨
き、体部外面下半箆ナデ後不整方向箆磨き、体
部内面は上半刷毛ナデ、下半ナデ

色調赤福色
胎土精良

28 複合 口
縁壼

口径 11,9 口縁部内外面横ナデ、体部内外面ナデ 色調赤褐色
胎土石英長石含む

-10-
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第 5図 出土遺物
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第 6区 出土遺物
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0                 10θ ″
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第 7図  SD 13出 土土器

第 8図 SD 13出 土銅鏡拓影 S cal=1/1
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4.出土試料の科学的分析

SB2柱穴内 (P20)の礎石石材について

礎石を裸眼と倍率30倍の実然鏡で観察した。礎石は板状長口埋が発達した板状の石材である。

柱状節理面と板状節理面の交斜角度は70度である。板状節理の 1枚の厚さは 3 ca～ 4 clllで ある。

石材の寸法は34cm× 27cmで、厚さが最大 7 clllで ある。石材は輝石安山岩である。表面に赤色顔

料 (ベ ンガラ?)が塗られた痕跡がある。

輝石安山岩 :色は灰色である。板状節理が顕著である。発泡孔が僅かに見られる。孔径は

0.5 mllll～ 12mmで、孔形は不定形である。捕獲晶の石英は、無色透明で、周囲が僅かに溶融され

ている。粒形は、球状、精円状、不定形で、粒径が 0.5 11ull～ 16mm、 量がごく僅かである。造岩

鉱物は、裸眼で観察しがたい長石・角閃石である。長石は無色透明、短柱状の自形である。粒

径は 0.2 mm～ o.5 mmで、量が中である。輝石は、黒色、黒褐色で、柱状の自形である。粒径が

0.l mm～ 0.2 mmで、量が多い。石基は灰色破璃質で固い。

礎石の石材と同質の岩相を示す岩石を発掘地点から近距離で求めるとすれば、板状節理が顕

著で、石英の捕獲晶が含まれ、破璃質であることから、柏原市峠南方の亀ノ瀬付近に分布する

明神山火山岩の岩相の一部に酷似する。石材の最初の採取地は亀ノ瀬付近と推定されるが、赤

色顔料が塗られた跡があることから、竪穴式石室の石荷を転用した可含留性がある。この輝石安

山岩と同じ石材を使用した古墳には、津堂城山古墳、天理市櫛山古墳等のような長持形石棺を

持つ中期古墳や玉手山 9号墳がある。また、八尾北高校内のような平地で古墳が発見されたり、

東弓削付近では楯形埴輪が出土していることなどか ら、付近の古墳の堅穴式石室の石材を転用

した可能性がある。

S D15出土銅鏡のX線による分析

鏡に付着している赤色物質と鏡の成分についての分析を奈良国立文化財研究所肥塚氏に依頼

した。表面に付着している赤色物質の分析にはX線粉末法を、鏡の成分分析には螢光X線法を

倒昭した。
表 3 赤色物質の回折結果

表面に付着している赤色の物質は、回折角度

とその反射強度をASTMAカ ードと比較した結

果、赤銅鉱 (Cuprite、 cu2 0)で あることが

判明した。赤銅鉱は銅鉱床の酸イと帯に自然銅、

孔雀石などと共生し、広 く分布することから、

銅鏡の銅が酸化してできたものであろう。

鏡の成分は反射角度と反射強度から、 Cu、

Sn、 Pbを 主成分とする青銅で、 Ag、 As、

赤 色 物 質
AS TMAカ ー ド

5-0667赤銅鉱

2θ
(o)

1//1o α(A) 1/1o α(Å )

44.6 7 3.010 3.020

55.44 2.461 2.465

64.86 2.134 37 2.135

98.7 34 1.508 27 1.510
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Feが検出されるのみである。Ni、 Co等については検出限界を越えているため不明であ

1∞・

第 9図 赤色物質のX線粉末法回折醸

実験条件 Target i Cr、 Fllter(MonOchrO):謀、 Voltage:30 KV、

10 mA、 Slit:DS.34、 RS.34、 Scan speed i 5 deg/min

4σ

Current:

第10図  蛍光X線法による鏡か らのX線反射

9〔思寅条件  Target:Cr、  Voltage i 40 KV、  Current:20 mA、  Crystal :LiF、
Scanning speed:l deg/min、  Full Scale:1× 103c P s、  Method:Continious
Soans

※印 :Targetか らのX―Ray
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5。 ま と め

この調査は、矢作遺跡範囲内で組織的な発掘調査 としては始めて実施 したものである。これ

によって断片的にではあるが当遺跡の性格が明らかになったことの意義は大きい。特筆すべき

今回の調査の成果は以下の諸点に要約できよう。

1.上層遺構面の南北方向の小濤は、条里の方向に一致し、中世における耕作の痕跡を知るこ

と約ミできる。

2.調査区北半の古墳時代後期の三棟以上の大型高床式建物と3重に巡る濤 (推定 )は通常の

集落のありかたと著 しく異なるものであり、豪族の居館のようなものの存在を推定 させられ

る。これらの遺構の廃絶時期は、濤 (SDl.3.4.5)出 土須恵器の時期より、おおよそ6世

紀末を前後する時期と推定され、奇しくも記紀に云う物部氏本宗家の滅亡の時期に一致する。

このことと直接の関連性は不明であるが、近在の矢作神社の存在や、弓削の地域に近接する

ことから物部氏と何等かの関わりが存在することが考えられる。今後類例の比較検証ととも

に、成法寺遺跡など付近の同時期の集落遺跡との関連性を追及する必要があろう。

3.S D13出土の鏡は、出土状況の特異性とともに、この種の倣製鏡の年代観に新たな材料を

呈示 したといえる。

4.弥生時代後期から庄内式の遺構は、同時期の遺構が小阪合遺跡、成法寺遺跡、中田遺跡な

ど同時期の遺構が周辺遺跡一帯に広がることから、これら一連の遺構群の繋がりの中で択え

なければならないであろう。しかし、当遺跡の形成時期を示す資料となりそうである。

-16-



中 田 遺 跡 発 掘 調 査 概 要

1.調査に至る経過

中田遺跡、東弓削遺跡は長瀾 IIと 玉串川に囲まれた範囲に位置する弥生時代から鎌倉時代に

至る迄の集落遺跡である。今回の調査地は、八尾市八尾本 4丁 目 5番地に所在し、この両遺跡

の接点に位置する。当調査地付近においては円筒埴輪棺の出土が知られ、昭和58年 と60年に西

約50印 で 口)八尾市文化財調査研究会と大阪府教育委員会によって発掘調査が実施されており、

古墳時代初頭と弥生時代中期の遺構を検出している。昭和61年 7月 2日 に共同住宅建設に先だ

って遺構確認調査を実施したところ、地表下約 2.5m付近に古式上師器を含む遺物包含層を検

出した。この為、施工者側と協議した結果、遺構が破壊される部分に限定して記録保存を行な

うことで合意し、昭和60年 9月 24日 ～30日 まで発堀調査を実施することにした。調査は、基礎

の予定位置 16箇所A～ Pの調査区に 3m× 3mのグリットを設定し、地表下 1.5mまで機械掘

削した妨 2.5mまでは lmxlmの 範囲の手掘 りを実施した。また浄化槽予定位置につい

ては 4x10mの 範囲で同様に調査を実施した。

1.

2.

3.

4.

TP 40.025.

盛 土

耕 土

灰緑色粘土

暗灰褐色粘質土

褐色砂

青灰色粘土

暗青灰色粘土

濃灰色粘土

濃灰色砂粘土

暗灰色砂粘土

6.

7.

3.

9.

10.

調査位置図 S=1/5000 調査地基本層序区 (Jグ リット)S=1/40

2.調査の概要

調査地の層位は、 TP■ .5mの地表から約60cm～ 80cmの盛土を除去すると旧耕土以下包含層

まで灰緑色粘土、灰裾色粘質土、裾色砂の順に堆:積している。包3琶は、T P 10m以下に60cm～

80cmの厚みで存在する。上層躙卜 30cmは青灰色粘土で遺物が少なく、下層は暗青灰色から暗灰
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浄化槽調査区

回 A

日 B

日 C

回 D

回 E

□ F

回 G

回 H

回 I

回 J

回 K

□ L

回 M

回 N

□ O

日 P

0                 107″
I                I
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色粘質土となり、下層を中心に古式上師器が出土している。包含麗の下は暗灰色粘砂土から淡

青灰色油土または砂質土となっている。 J調査区においてはこの暗灰色粘砂土を切り込んで弥

生時代中期の遺構が掘り込まれている。また浄化槽部分では調査区の南西隅に、言灰色砂質土

を切り込む古墳時代の遺構を確認した。

出土遺物としては、古式土師器と弥生時代中期の上器があげられる。古式上師器は各調査区

で多数出土し、特にF.P.G。 浄化槽調査区からのHlt量が多かった。なかでもG区からは山陰

地方の複合口縁壼、潮じ駆動 らヽ,辻錘や東海地方のS字状口縁甕などが破片で出土しているこ

とが注目できる。これらの上器の時期は、出土した庄内甕や小型器台などの破片から庄内式新

相から布留式古相の時期が想定される。 J区で検出した方生時代の遺構からは、弥生時代後期

の壺棺と思われるもの(図 )を検出している。これは需�土器の上に高杯杯部を合わせ日にした

もので、遺骨こそ検出できなかったが壼棺とみてはぼ間違いないであろう。壷は体部最大径が

中位より下にあるもので、日縁端部から体部

上半までに 7本の波状文を施し、頸部に一条

の廉状文がみられる。下半部は丁寧に箆磨き

をし、上半に刷毛目が観察できる。色調は暗

黄灰色で沖積地の胎土を示す。高杯は脚部を

欠くが杯部内外面を箆磨きし、日縁端部に凹

線がみられる。色調は暗茶裾色を呈し生駒山

地西麓の胎土をもつ。これらの上器の特徴か

ら時期的には弥生時代中期後半に位置づける

ことができる。

5。 まとめ

今回の調査は、部分的な談査に留まらざるを

得なかったため、遺構の存在状況については

明確に把握することができなかった。しかし

検出した古式上師器と弥生時代中期の壷棺の

存在は、当遺跡の西方で調査された遺構群と

時期的に符合 し、中田遺跡南部における遺構

群の時期 と層位を明確にし、東弓削遺跡との

緊がりを考える上での基礎的な資料となるこ

とはい うまでもない。今後当調歴地周辺にお

ける調査の進展が待たれる。
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萱 振 遺 跡 発 掘 調 査 概 要

||:|
t

“
 |

巨正XI::

調査位置区 S=し /5000

1.調査に至る経過

萱振遺跡の北半は、西郡廃寺を中心として弥生時代から中世に至るまでの遺構群としてまと

まりのある区域で、昭和57年度より大阪府教育委員会によって府立高校建設に伴 う大規模な

発掘調査が実施されて以降今 日まで府、市教育委員会、 働)八尾市文化財調査研究会によって
(1)                                                         (2)

断続的な発掘調査が実施されている。今回の調査は、昭和61年 9月 1日 八尾市桂町 2丁 目先市

道において公共下水道敷設に伴い立会を行なったところ、平安時代末期の遺物包含層を検出し

たため、八尾市下水道苦日こ工事の中止を申し入れると共に、工事箇所において遺構範囲の確認

調査を実施した。その結果地表下 1.3m～ 23mの 間に平安時代末から古墳時代の遺構を確認

した。発掘調査は、この時の調査区を I区とし、その東37mを Ⅱ区、さらにその東39mを Ⅲ区

とし、Ⅱ区Ⅲ区について遺構存在状況把握のため断面図を作成する目的で実施したものである。

この為、調査区は西より3m毎に細かく区分し、それぞれABC… と小区画名を設定し、地表

下 1,3m以下 lmの範囲の断面実測を実施した。調査期間は、 こ区が 9月 2日 ～ 3日 、コ区が

9月 26日 ～10月 3日 、Ⅲ区が 10月 20日 ～ 22日 である。

2 調査の概略

I区では平安時代末の上坑を 2箇所確認し、そのべ

「

スの砂層に古墳時代初頭の古式土師器

を包含していることを確認した。

Ⅱ区の層序は、地表下 1.3m以下第 1層 (灰裾色粘質土 )が中世以降の整地上で、第 2層

(青灰色粘土 )、 第 3層 (淡青灰色ンル ト～微砂 )が古墳時代以後の遺構のベースになっている。
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1 灰褐色粘質土
2 言灰色粘土

4

― 一
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6 暗青灰色粘土
7 暗灰色粘土

3 淡青灰色～黄灰色ンルト～微砂 8 褐色砂
4 濃灰色粘土
5 灰色粘土

9 淡灰色砂
10 暗灰色粘土

第 2調査区断面区 (縦 S=1/40横 S=1/200)

第 4層 (濃灰色粘土 )は弥生時代後期の遺物包含層となる。第 5層 (灰色粘上 )以下は無遺物

層である。当調査区の遺構としては、 F～ G区で古墳時代初頭の上坑、E～ F区で河ナII跡、C

～ E区で弥生時代後期の土器集積を検出した。

土坑 l E区とF区の間で検出した径 1.5m深 さ 80 cm程 の土坑で、布留式最古相の上器が

一括出土している。

上坑 2 C区とD区の間で弥生時代の土器集積を切り込んで検出したもので、時期は土坑の

底より出土した高杯から古墳時代初頭に比定できる。

河川跡 E区からF区にかけてみられる粗砂の堆積であり、東で土坑 1を 切り込み西で弥生

時代後期の土器集積を切り込んでいる。粗砂の底より古式上師器片がまとまって出土している。

土器集積 濃灰色粘土層は C区～E区の間では弥生時代後期の上器を密に包含している。

この範囲においては、明確な遺構の形状を確認することができなかった。  一

Ⅲ区では、上記 2.3.4層とも遺構、遺物がほとんど認められず、 2.3層は粗砂に、 4層は粘

性の強い粘質土になり、条落域から外れているようである。

5.出土遺物

(1～ 24)は土坑 1で 出上している。 (1～ ■)は外面を箆磨きし、赤裾色を呈する精製され

た土器である。ノト型丸底壼 (1～ 0は日縁部が発達し、内湾ぎみに開くものである。これと円

錘形の脚部を持つ,赳器台 (4.5)、 有段日縁を持つ小型鉢 (7.8)と のセットは,赳精製三種土

器とされる。 6は窪み底を持つ,赳鉢である。 (10.11)は 直口壷で (10)の 底部は格子状の圧

痕がみられる。 (12～ 1つ は庄内河内型甕で (1の は口頸部が小さく、最大径が下方に在り、

丸底を呈するものと思われ、庄内期
呂)庄内甕の特徴を持つ。肩部付近まで刷毛調整するのも

この時期の庄内甕に多い特徴である。 (15,16)布留式に典型的な甕で、日縁部が内湾して開き、
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第 1調査区

ヽ <

土坑 1河川跡

第 2調査区遺構配置図
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端部が丸く肥厚するとともに体部外面に細かい刷毛調整をほどこす古式の布留式養の特徴をも

つ。 (1の は吉備地方の甕でいわゆる亀チII上層式とされる新相の吉備甕の特徴を有する。(18～

2り は直日の長胴甕で小平底を持つ尖がりぎみの底部が特徴的である。器種の個体数は、当遺

構の中で最も多い。 (19)は外面に叩きめを残し、刷毛調整をするが他は外面を箆なでする。

胎土は石英、長石の細粒を含み精良な胎土を持つもの (18.19.23)、 花こう岩片の角レキを含

むもの (21.24)、 チャートの円際を多 く含むもの (20.22)がある。後二者については明らかに

河内平野の沖積地の砂礫では製作不能である。この種の甕は、萱振遺跡緑ケ丘地区 S E 0314)

八尾南遺跡SWt,中 田工丁目土坑
盈声

ど中河内の庄内期性～平の遣構に若千類例がみられる。

しかし韓 系譜を辿れるものはなく外来系の上器であると思われるが今後その出白を明確に

することが課題である。

(あ ～ 31)は コーC～ E区の土器集積より出上したものである。甕 (25～ 27)は 肩部が膨ら

み、下すばみの形状を呈する。長頸壷は肩部に箆記号文がみられる。 (30.31)は 中空の脚部を

持つ高杯で、外面を箆磨き調整する。 (30)は 内湾して立ち上がる日縁を持ち、 (31)は屈曲外

反する日縁を持つ。これらの土器は全て弥生時代後期後半に比定できるも

(32)とま庄内式の新相にみられる高杯である。

4.ま とめ

今回の調査は、調査範囲の制約と、緊急性を要したため、面的な発堀調査により遺構の形状、

性格を把握することができず、断面の観察と遺物採集に止まらざるを得なかったことは非常に

惜しまれる。しかし採集した遺物や断面で確認した遺構の存在は、当遺跡の範囲、時期を知る

上で貴重な手懸となった。特に方生時代、古墳時代、平安時代の各時代にわたる遺構遺物の存

在は、付近の調査地と関連ずけることのできる意義のある資料となるであろう。

註

(1)広瀬雅信「萱振遺跡発掘調査速報」『 八尾市文化財紀要 I』 八尾市教育委員会 1984

(2)原田昌則他「萱振遺跡 (第 1次調査)」『 昭和 59年度事業報告』八尾市文化財調査研究会
1985

(3)米田敏幸「 中河内の庄内式と搬入土器について 」前掲

但)大野薫『 萱振遺跡発掘調査概要 I』 大阪府教育委員会 1983

(5)八尾南遺跡調査会『 八尾南遺跡』1981

(6)米田敏幸「 中田 1丁目39出土土器について」『 八尾市文化財紀要 2』 八尾市教育委員会1986
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選物番号

(図 版 )
器  種

法量 (現存率 )

単 位 cロ
成 形 ・ 調 整 色 調  胎 土 焼 成 ・ 備 考

。SK-1

小 型丸 IH蔓 径
高

日
器

105(″ 6)
?9

外面 口縁部～体郡_ヒ 半は ´ヽタナデののうベ ラミガキ

体部下半～底部はヘ ラケズ リののうヘラミガキ

ロ練部は ヨヨナデ。体 部はナア。内 du

淡灰橙色。

赤鵜色酸化粒を多壁に合み、

雲母・長石を少量含む。

焼成良好。

2 小型丸底壺 口径  108(筏第
6∝

外面 口縁部～体部上半はヘラミガキ。体部下半～底

部はハケナデののうヘラミガキ。
内面 日緑部～体部はハケナアののう ョヨナデ。底部

はヘラタズ リ。

淡灰笹色。

赤偶停砂化粒 雲母・長石・

チ ャー トを含む。

焼成良好。

3 /1dltFH壷 口径  
“

蟹菊仔 :

器高  71
外 面 日縁部～体部上半はヘ ラミガキ。体部下半～底

部はヘラタズ リ、´ヽケナアののちヘラミガキ。
rI撤 部は ヨコナデ。体部はナア。内 lal

外面 黒色～淡灰掻色。

内面 灰色～淡灰橙色。

赤鵜Ⅲ酔化粒 雲母を多壁に

含み、長石を少量含む。

焼成長好 。

外面底部に黒斑あ り。

器  台 口径  88(完 存
77
11 2

据部に 3方向の円孔。
外画 台部上半はベ ラミガキ。台部下半は面取 りのの

うヘ ラミガキ。裾部はベラミガキ。
内面 台部はヘラミガキ。裾部はナデ。

外面 暗灰禍色～灰繕 色。

内面 灰笹儀

赤禍Ⅲ酸化粒を多量に含み、
雲母 長石を少屋含む。

焼成良好。

器  台 確
納
離

103(完宥
100
118

裾部に 4方向の円孔。

外面 合部上半はヘラミガキ。台
uI下半～裾吉い上半は

面収りののちヘラミガキ。裾部 報ヽ よヘラミガキ。

内面 台部はベ ラミガキののち暗文状のヘラ ミガキ。

裾部はハケナア (6本/1 cm)据 底部は ´ヽケナ

デののうヨコナア。

淡女裾色。

長石 雲母を欲壁含む。

焼成良好。

6 鉢 径
高

径

□

器

底

14 3(3ヨ 子
62
30

外面 ナアののうヘ ラミガキ。
内面 日縁部～芥 部上半はヘラミガ■。底部は ナデ。

外面 暗灰橙色～淡黄種 色。

内面 淡女橙色。

雲母・ 長石を少量合み、赤張

色酸化粒を徴里含む。

焼成良好。

鉢 推定 回径
16 2(1/2

器高  50

画

面

外

内

ヘラミガキ。磨耗著しい。
ナアぉ

灰縫色。
長石・雲母・赤鵜色酸化粒を

含む。

焼成良好。

8 鉢 推定回径
16 8(し /4

外面 日縁部はヘラミガキ。杯 部は´ヽタナデ (8本/
10m)の のうヘラミガキ。
内面 口練 部はヘラミガキ。杯 部はナデ。

乳灰橙色。
石英を多壁に含み、長石 方

欄色田 ヒ粒を少屋含む。

雛成長好。

高 郭 推定回径
172(レ¢

器高  139
底径  118

脚底部に 3方向の円孔。

外面 磨耗のため調整不明。
内面 杯部 tよ磨耗のためJH整不切。脚部はチア。脚柱

部にしば り目を残す。

灰橙色～淡灰橙色 。

長石・雲母を多量に合み、方

鵜色酸化粒を少量含む。

焼成良好。

毘頃奎 推定 B径
12 8( し/2

器高  186
最大径  141

面
画

外
内

′ヽケナデ (7本 /1c口 )の のうヘラミガ■。
日顕部はハケナデ (?本 /1 cm)の のうヘラミ
ガキ。体部は指alさ え、ナデ。

外面 黒色～淡灰笹色。

内面 淡灰笹色～乳灰笹色。

テ ィー ト・笙母・ 石英を多量
に含む。

焼成良好

外面底部に黒斑、ヘ ラ記

号状の格子文あり。

11 髭暇壼 推定日径
168(レイ2

外面 ヘラミガキ。
内面 日頻 細よヘラミガキ。体部は ,デ。

淡赤笹色～淡灰健色。
雲母を多量に含み、赤鵜観

化粒・ 長石を徴量含む。

焼成良好。

甕 推定日径
13 5(し /3

画

面

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

暗灰拙色

角閃石・雲母を多量に含み、

石英 長石を少星含む。

焼成良好。

莞 推定日径
▼ 0(し/5

外面 口縁 営併よヨコナデ。体部は タタ■ (6第 /1cm)

ののうハケナデ (7本/1c日 )。

日縁部は ヨヨナデ。体部は ヘラケズ リ。内面

淡灰穏色。

角閃石・雲母 長石を多量に

含む。

焼成良好。

霊 推定日径
15 8(ウ /2

外画 日縁善Vよ ヨコナデ。体 部は タタ■ (7菊/1cm)

ののうハケナア (7本 /1 cm)。
内Ju 口縁 吉料よヨ〕,ア。体 Fthは ヘラケズ リ。

外la 黒色～淡灰色

内面 灰褐色

角閃石 雲母 長石を多壁に

含む。

焼成良好。

外面全面に煤付着。

羹 推定回径
13 0( し/4

面

面

外

内
回線著肝よヨコナデ。体部はハケナデ(104/1c口近
日縁 常町よヨヨナア。体部はヘラケズ リ。

淡灰鵜色～淡灰橙色。
長石 蜜既 石英を多星にぞ

む。

焼成良好。

夏 推定日径
16 0(し /3

耐

画

外

内

「」縁出Lは 2つ ナガ。体苫卜は燐耗のため.H獲 不りI(

日縁部は ヨコナデ。体 IVIWよ
指押さえ、ヘラケズ

リ。

外面 !R色 ～i/R文橙色。

内IS 淡灰橙色。
チ ャー トを多壁に含み、石チ

雲母を徴量含む。

焼成良好。

外面体部一部に黒斑あり

17 莞 VLA曰径
16 1( し/3

画

面

外

内
日縁部はヨヨナアののう槽甘占文(8,■ /1 lcm)

ヨコナア。
淡灰鶉色。

長石・雲母を多塁に含む。

焼成良好。

-24-



遺物番号

(図版 )
器  種

法量 (現存率 )

単 位 ●B
成 形 ・ 調 整 色 調  ・ 胎 土 焼 成 ・ 備 考

鍵

径

醍
鏑
麒
難

135(6/6
カ 8
176
42

面

面

外

内

ヘラナダ。庚部tiナ ア。
へ,ナ デ。

外面 黒色～茨灰登色。

内面 淡灰福色～浜女橙色、

浜赤雹 鶴
長石・ 雲母を徴量含と。

携成良好。
外面全面に煤付着。

亮 推定口径
128(ラ /S

器高  ″ 2

外面 口縁部は
'デ

。日顕部～体部上半は夕歩キ (4
条 l cB)ののらン`タナデ (114/4cm)。 体部下半

～度部は タタキののちベ ラナ/~。

内面 日縁冊 まハケナア (11ん/1ca)。 体部上半は指

押え、ナデ。幅 1 7cBの粘土のつなぎ目を残す
藤 mIItハ ヶ ナ ア の の ち ナ デ ^

外面 黒色～淡灰程儀

内面 浜灰橙儀

赤禍色酸化粒 。長石を多量に

含み、雲母を徴量含む。

焼成良好。
外面体部下半～底部に煤

付着。

鍵 日経  126(完存 画

面

外

内
タタ■のちヘラナア。
ヘラナガ。

内面 浜黄慢色～浜灰覆t。

赤褐色酸化粒・長石・互乗チ

ャートを多量に含む。

外面体部下半に媒付着。

売 日径  420(ツ0
器高  227
最大径 466
底径  34

面

面

外

内
ナデ。
ナデ。

外面 黒色～淡灰騒色。
内面 灰琶色。
長石・石英を多量に含み、察
母を少量含む。

焼成良好。
外面体部一部に黒斑あり

22 莞 推定口径
64(レ3)

面

面

外

内
磨耗のため調整不明。
ヘ テナデ。磨耗著しい。

浜灰橙色。
石英 。長石を多量に含み、赤
褐色酸化粒・雲母を少』俗と。

焼成良好。

亮 醸   18∽ ) 面

面

外

内
ナデ。
ヘラナデ。

外面 黒色～決灰橙色。
内面 暗灰掲色～浜灰魯色。
チ マ~卜 を多量に含み、赤

第色酸化泣・雲母獅 。

焼成良好。
外面体部下半～底部に黒
盛あり。

P/4 隻 推定回径
171(ツ雀)

面

面

外

内
磨震のため調整不明。
ナア。

外面 灰女色～淡負雹色。
内面 淡灰燈tO
長石・石英を多量に含み、赤
褐色醐 ヒ粒・ 雲母をa嘔治む。

焼成良好。

。C区・ D区・ E区包含層

25 尭 口径 148(″o
最大怪 240

外 面

内 面

口線部!ミ ヨヨナデ。体艤【タタ■(鬱彫/1cH送

中央に粘上のつなぎ目を残す。磨耗著しい。
口鞣部～体部上半はナデ。幅0 9cBの 粘上のつ

なぎ目を残す。fI部下当朧慣ロナデ(7本/1c口 )。

外面 黙色～暗灰絡色

内面 灰褐色

長石・雲母 。石英を多量に含

む。

焼成良好。

羹 推定口径
148(L/2)

外 面

内面

口隷部はヨヨナデ。幅O_lcフ潮滞セ 2級 。構
Sttkタ タ■(3条/1ca)ののうヘラナア。
口像船 まヨコナデ。体部はヘラナデ。

黒鶴色～浜興偶色。

角関石 。雲母・ 長石を多量に

含む。

焼成良好。
外団体部一部に傑付着。

27 亮 推定口径
452(ノ D

器高  190
底径  47

面

面

外

内
口隷部は ヨ〕ナア。体部は ,夕 ■(4寄ツ lcB)。

日縁部は ヨコ,デ。体 41tk板 ロナデ(イ劣/icn)(
外面 黒欄色～灰褐色。

内面 浜灰襦色。
角閃石・雲母・ 長石を多量に

含み、石英を少量含む。

携成良好。

閉 蔓 推定回径
100(ツ宅)

外面 ヨヨナデ。幅 0 1caの 沈線を 1条施す。
内面 ヨコナデ。

暗灰茶色。

角閃石・ 雲母 。長石を多量障

含む。

携成良好。

29 貝頭壷 日経  10領完存 )

器高  192
最大径 ■ 5

底径  47

面

　

面

外

　

内

´

回線部はヨヨナデ。日顕船d板 ロナデ (1本 /
1 ca)。 体部は板ロナテω ちナア。底撤 ナ九
日頌部は板ロナデ(4為/1ca)ののうヨヨナア。
体部は後押さえ、板ロナアののちナデ。

外面 黒色～浜灰霞色。
内面 灰色～淡灰絶色。
石英・長石・雲母留朔離鋭亮

携成良好。
外面体部一部1球囮防 り。
外面肩獅に 3本の記号文
を施す。

30 高 郭 推定日径
141(レ2)

器商  403
底径  84

脚底部に 4方向の円TL。

外面 百線部は ヨヨナデ。ネ部はかケナアののうベラ
ミガキ。脚糾まヨコナアののちン`ケナデ(6本
/1 cm)。

内面 杯部はハケナデ(6本/1c口 )ののうベラミガキ。
脚部はナア。脚底報まヨヨナデ。

浜灰黄色。
石英・雲母 。長石を少理始む。

焼成良好。

高 郭 推定口径
278(しち)

器高 21
推定底径

196(,/り

脚底部に 4方向の円孔。

外面 日縁報 よヨヨナデののちへ ,ミ ガキ。杯部～脚

部はヘラミガキ。脚底部に幅 0ヽcBの沈線を 1

条施す。

内面 杯部は磨耗のため調整不明。脚柱部はナデ。脚

底部上半はハケナア (G本 /1 cat)。 脚底部 F
半はヨコナア。

外面 灰橙色～灰褐色
内面 灰褐色。
角閃石・雲母を多量に含み、
臣石・石英を少量含む。

焼成良好。

。SK-2

32 高 雰 径
高

径

口
器

底

26(完序)

159
155

脚底部に 4方向の円孔。
外面 郭部はヘ ラミガキ。磨凝藷 しい。脚都は磨耗の

ため調整不明c

内面 ネ部は磨耗のため調整不明。脚桂部はナデ。し
ば り目を残す。脚底部は磨耗のため調整不明。

黒色～淡灰霊色。
長石・雲 母を少量含み、赤穏

包酸化粒 。石英を徴見含と。

斃成良好。
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出土遺物
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東 郷遺 跡 22次発 掘 調 査概 要

1.調査に至る経過

東郷遺跡は、弥生時代より平安時代に至るまでの集落遺跡で、昭和56年より今日に至るまで

に21次にわたる発堀調査が実施されている。今回調査を実施した桜ケ丘 1丁目あ.26は、東郷

遺跡の東側に位置する。当地点より西側においては、古墳時代初頭の集落遺構、東側において

は古墳時代中後期の遺構が確認されている。昭和61年 11月 7日 に当該地において店舗建設に先

だつ遺構確認調査を実施したところ地表下 1,4m以下に古墳時代の遺物包含層を確認したため

基礎I事を 1.3m以内に留めるよう要請した。その結果基礎工法を変更した上で地下室を予定

している部分については遺構の破壊がやむを得ないので、発堀調査を実施することで協議が成

立した。発掘調査は昭和61年 12月 15日～27日 までの間実施した。 また基礎工事に際しては、文

化財室職員が立会 し、慎重にすすめられた。 、

2.調査の概要

調査地の基本層序は、盛土が約 lm、 以下 1.8mまで第 1層 旧耕土、第 2層灰裾色粘質上、

第 3層暗灰鵜色粘質上、第 4層茶裾色粘質上、第 5層淡黄灰色粘質上の層順となっている。遺

物包含層は第 3層嗜灰裾色粘質土と第 4層茶褐色粘質上で、第 3層からは須慮器土師器および

中世遺物が出土し、第 4層では古式土師器が少量含まれている。遺構としてはTP6.5m付近

の第 4層茶裾色粘質土上面から堀りこまれた建物遺構とTP6.3m付近の第 5層淡黄灰色粘質

土上面から掘りこまれている濤と落ち込みがある。

-7.Oη
TP
l盛 土

2耕 土
3 灰褐色油質土
4 暗灰褐色粘質土
5 茶褐色粘質土
6 淡黄褐色粘質土
7 暗灰色粘質土 (柱穴埋土 )

8 濃灰色粘土 (濤埋土 )
調査地基本層序区
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調査地平面図
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建物 (SBl)調 査地の中央東側で検出した 3間 X3間の総柱の建物である。建物の南北

は 4m以上を測る。柱穴は径20cmの本炭が混じる柱痕に径40～ 60cmの 隅丸方形の掘り方をも

つ。建物柱穴の一つの掘り方より、土師器高杯が出土している。

建物 (SB2)調 査地の南東隅で検出した建物で東西南北各 1間分を検出した。全体の規

模は不明であるが柱間がSBlよ り広 く各 1.7mを 測る。柱穴は、径20cmの柱痕に径40～ 60 cm

の隅丸方形の掘り方をもつ 。建物西側の柱の間からは、土師器片を含む焼上坑を検出している。

濤 (SDl)調 査区の中央東端より、北側中央へ弧状にのびる濤で幅 1～ 1.5m、 検出面

からの深さは約 30 clllを預llb。 濤内より庄内式に属する上器片を検出している。

濤 (SD2)調 査区の北西付近で検出した東西方向の等く 幅0.6弘 検出面からの深さ約 20

cmを 測る。西端は SDlに交差するが切り合い関係は不明である。

濤 (SD3)調 査区の北西付近で検出した北南方向の濤で、幅 0.5m検出面よりの深さ約

10 clllを 測る。濤上面より庄内式の高杯が出上 しているび

落ち込み (SK l)調 査区北側西で検出した土坑(検出幅 lm長さ 3m以上を測る。検出

面よりの深さ′飾 20釦龍 式に属する土器が少量出上している。

5.出土遺物

9   1  10伽

出土 遺物

主要な遺物としては、 SD3出土土師器高杯 (1)、 SBl出土高杯 (り 、SKl出土奏 (3)

があげられる。

(1)は椀状の杯部に屈曲して開 く短脚の脚部を持つもので、外面を横方向の細かい箆磨きを

丁寧に行ない、杯部内面はナデ、脚部内面を刷毛調整する。色調は淡赤鵜色を呈し、胎土は石

英、長石多 く花筒岩片を含む。庄内式に典型的にみられる器種である。

(2)は口縁部を欠損するが太目の脚柱部を持ち、脚端部はなだらかに開く。杯底部外面は刷

-31-



毛調整、脚部は箆ナデがみられるが内面は摩耗の為調整不明である。色調は赤鵜色を呈し、胎

土に結晶片岩を多量に含む。布留式に属するものであろう。

(3)は内湾ぎみの口縁に、球形の体部を持つ甕 で、体部外面肩部に横方向の届ll■がみられ、

内面は箆肖Uり で指頭痕が観察できるも色調は淡裾色を呈し、胎土に石英、長石、チャートを多

量に含む。

4。 まとめ

今回調査を実施したのは、東郷遺跡の中でも遺構の状況が明確にされていない部分にあたる。

ここにおいて検出した建物跡は、庄内式の遺構より層位的に新しく、柱穴出上の土器より布留

式に比定できるものであろうと考えられる。この建物は複数の倉庫跡の一部と考えられるが、

付近における同時期の遺構の調査を待つ以外はない。しかし今回の調査は、調査範囲が限定さ

れていたにもかかわらず、東郷遺跡の全体像を把握するための貴重な資料を提供することがで

きた。
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SD3・ 4・ 5検 出状況

SD4遺物出土状況



SD6検出状況
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